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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2024.1.5.FRI No.170

宮城県議会議長記者会見
（2023年12月19日 火曜日）

https://www.pref.miyagi.jp/site/kengikai/gicyokishakaiken.html

＜定例会を振り返って…4病院再編にふれて＞
4病院の再編については、今定例会を見ていると、議論としては深まってきていると感じておりま

す。仙台市以外から見ると、仙台市の医療体制・医療資源は、とても充実しておりますので、それを
均てん化することができれば、救われる命がたくさんあると思っています。多くの県民の皆様に御理
解をいただくため、そういった点を含めて、しっかりとした情報発信が必要であると考えております。
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精神医療センターのサテライト（分院）の構想について
宮城県医療政策課からの回答（R5.12.28）

（宮城県精神科病院協会HPより）
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宮城県医療政策課からの回答に対する宮城県精神科病院協会の見解
（宮城県精神科病院協会HPより）
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）

富谷市、4病院再編を見据え、地域包括ケアシステム構築へ研修会も
https://www.asahi.com/articles/ASRDW6KWBRDWUNHB00B.html?iref=pc_preftop_miyagi

2023年12月28日 朝日新聞

富谷市は27日、精神障害者らの地域移行を促す「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」
の構築に向け、研修会を開くと発表した。県立精神医療センター（名取市）と東北労災病院（仙台市）
を合築し、富谷市に移転する県の構想を踏まえ、関係機関の連携を強めて受け入れ態勢を整える狙い
がある。

富谷市地域福祉課によると、研修会は来年1月19日にあり、「県精神障害者等相談支援体制強化事
業」アドバイザーの東北福祉大せんだんホスピタルの病院長が講義をするほか、参加者同士の情報交
換会がある。

参加者は、市や県の職員のほか、障害者の相談支援事業所の相談員や、高齢者の介護計画を立てる
ケアマネジャー、生活困窮者支援機関の職員ら、約50人。

これまでも市職員向けの研修会はあったが、地域の事業者を交えたものは初めて。新病院の移転に
伴い、市内の患者の増加も見込まれることから、担当者は「色々な分野の支援者が有機的につながる
場所をつくる必要がある」と語る。今後も、意見交換などの場を確保したい考えだ。

若生裕俊市長は27日の定例記者会見で、「（病院移転は）正式合意には至っていないが、本市に来
るのであれば、受け皿づくりをしっかりと行っていかないといけない」と話した。（平川仁）


